
【中部 愛知県名古屋市】
「しんきん＆ろうきんプロボノプロジェクト」

事業の進捗状況について

平成25年2月26日

コミュニティ・ユース・バンクmomo

「新しい公共」の担い手による地域づくり活動に対する非資金的支援に資する
コンテンツ整備のためのモデル事業



１．モデル事業実施地域の課題

NPOバンク「momo」の
出資＆融資状況
（13年2月12日現在）
【出資者】506名
【出資総額】5,014万円
【融資総額】 8,865万円
/40件（貸し倒れなし）



２．モデル事業概要

地域活動の自律的な発展とそれによる地域活性化を実現するために、
「新しい公共」の考え方に基づくコミュニティ活動に

地域資源（資金、知恵等）が持ち寄られる仕組みを構築する。

コミュニティ・ユー
ス・バンクmomo

担い手に対して「仮想理事会（組織課題解決ワーク
ショップ）」「バーチャル融資審査委員会」を実施

次
年
度
以
降

・当該事業を次年度も継続
・担い手への融資を検討中

・事業計画等を作成
し、バーチャル融資
審査委員会に提出

＜ふれ愛名古屋（子育て支援）等、全5団体＞
・組織運営ノウハウの定着
・融資申請ノウハウの定着

事業2事業1

▼事業2のプロセスを

「専用ブログ」で発信
／蓄積を「冊子」にま
とめる

▼成果を発信するシン
ポジウムの開催

⇒他の地域金融機関
の参画を促す

・仮想理事

・バーチャル融資審査
委員
として職員が参画

・東海労働金庫
・中日信用金庫

▼事業1・2を適切かつ

効果的に運営するた
めに「委員会」を設
置・開催

事業3



３．各事業概要及び成果
（１）組織運営・資金調達に係るコーディネート事業
「担い手」を対象として、組織運営についての助言・指導を4回、融資申請についての助言・指導を1回
実施することで、組織運営・融資申請スキルの向上を図る。また、助言・指導の方向性・実施方法を検
討する「委員会」を設置し、3回開催する。

▼第2回ワークショップ（12/13）
・ブラジル友の会（子育て支援）

▼委員会

アドバイザーからのフィードバック

事業内容の確認
アドバイザー派遣

問題意識やビジネスモデル、組織課題を伺い、
ワールドカフェ形式での対話を実施

中日信用金庫、東海労働金庫、
SR連携プラットフォーム、
サステナブル経営研究会
＋地方自治体

ワークショップをきっかけに、
事業拠点の地域金融機関との

関係づくりへ



３．各事業概要及び成果
（１）組織運営・資金調達に係るコーディネート事業
「担い手」を対象として、組織運営についての助言・指導を4回、融資申請についての助言・指導を1回
実施することで、組織運営・融資申請スキルの向上を図る。また、助言・指導の方向性・実施方法を検
討する「委員会」を設置し、3回開催する。

▼バーチャル融資審査委員会（1/17）
・日本ダイバーシティ推進協会

【審査におけるチェックポイント】
●momoの趣旨（7項目）
●組織面（現在）：団体の理念、経営者の資質 etc
●事業面（未来）：事業に関する知識・経験・情報 etc
●財務面（過去）：財政状態、収支計画、会計業務 etc
●出資者の声 など

質疑応答で得られた情報をもとに、
「ポジティブポイント」「ネガティブポイント」
を書き出し、グループディスカッション。

融資の可否を審査

momoの
第13回融資
申し込みへ



３．各事業概要及び成果
（１）組織運営・資金調達に係るコーディネート事業
「担い手」を対象として、組織運営についての助言・指導を4回、融資申請についての助言・指導を1回
実施することで、組織運営・融資申請スキルの向上を図る。また、助言・指導の方向性・実施方法を検
討する「委員会」を設置し、3回開催する。

【プロジェクト運営上の課題】
▼職員の参加のリピート率をどう高めるか
＜現状＞

●社内イントラでの告知の効果は薄く、参加者の
大半がコアメンバー7名による個別呼びかけ
●開始時間（平日18:30〜）が早すぎる？
＜対策＞
●振り返り＆分かち合いの場づくり

⇒融資先訪問ツアーの実施など、融資先へ継続的
に関わる機会を提供する
▼協力先のプロジェクトに対する立ち位置の違い
＜中日信用金庫＞
●NPO向けローン商品の開発が目的のため、本
業との結びつきが必要
＜東海労働金庫＞
●自己啓発の一つであるという位置づけ

課題について、第2回委員会（1/22）で議論



３．各事業概要及び成果
（２）ネットワーク構築に係るコーディネート事業

（１）の成果を発信するシンポジウムの開催等により、広く情報発信を行い、「担い手」のネットワーク化
を図る。

▼専用ブログ：9月～（記事数：9件）
「しんきん＆ろうきんプロボノプロジェクト」のあゆみ
http://blog.canpan.info/bank-probono/
⇒地域金融機関職員が記事を執筆

▼シンポジウム：2/17（日）開催（参加者：49名）
～地域金融機関職員が地域にできることはもっとある！～

▼冊子（2,000部発行）

「組織課題解決ワークショップ」「バーチャル融資
審査委員会」で取り上げた融資先を紹介
⇒地域金融機関職員による
プロボノワーカーの声も掲載



４．今後の予定

▼本プロジェクトの価値や意義
●「地域金融機関（職員）」にとって
（１）社会貢献活動の新たなカタチ
（２）原点回帰の機会
（３）地域参画のきっかけ
⇒スキルアップ、仲間/ファン/顧客づくり、新商品開発など

●「momo融資（申込）先」にとって
（１）課題解決に向けたヒントの獲得
（２）志ある職員からの共感
（３）金融機関との関係づくり

▼2013年度以降の取り組み
（１）地域金融機関からの「業務受託」モデル
（２）助成金を活用した「社会実験」モデル
（３）自治体を巻き込んだ「行政連携」モデル


